
滑
落
。
２
名
が
転
落
。
１
名
が
墜
落
。

３
名
が
転
倒
。
２
名
が
凍
傷
。
１
名
が

立
木
衝
突
。
１
名
が
疲
労
凍
死
。
男
性

８
名
。
女
性
７
名
。
所
属
連
盟
は
、
東

京
５
名
、
千
葉
兵
庫
２
名
、
道
央
・
新

潟
・
広
島
・
愛
媛
・
福
岡
・
宮
崎
が
各

１
名
。
７０
代
１
名
、
６０
代
２
名
、
５０
代

５
名
、
４０
代
５
名
、
３０
代
１
名
、
２０
代

１
名
。
登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
２
名
、

積
雪
期
２
名
、
山
ス
キ
ー
２
名
、
冬
季

登
攀
３
名
、
氷
瀑
１
名
、
人
工
壁
３
名
、

沢
登
り
１
名
。

　

昨
年
の
１
・
２
月
と
比
較
し
て
何
が

変
化
し
て
い
る
の
か
（
次
頁
の
表
参

照
）。
事
故
者
数
・
男
女
数
で
は
大
き

な
差
は
無
い
。
年
齢
で
は
、
前
年
は
半

数
以
上
が
６０
代
、
今
年
は
２０
代
か
ら
８０

代
ま
で
広
が
り
特
定
の
年
代
に
集
中
し

て
い
な
い
。
山
行
形
態
で
は
、
前
年
は

無
雪
期
が
半
数
近
く
あ
り
、
山
ス
キ
ー

も
多
か
っ
た
。
今
年
は
積
雪
期
が
増
加

し
、
特
に
登
攀
系
が
倍
増
し
た
。
事
故

原
因
は
、
前
年
転
倒
が
半
数
以
上
だ
っ

た
。
今
年
は
登
攀
系
の
事
故
が
多
か
っ

た
為
、
転
落
滑
落
が
倍
増
し
転
倒
が
減

少
し
た
。
ま
た
、
前
年
は
無
か
っ
た
凍

傷
が
今
年
は
５
名
と
急
増
し
て
い
る
。

　

今
年
に
入
り
、
幅
広
い
年
代
で
活
発

に
登
山
活
動
し
て
い
る
状
況
が
見
え
て

い
る
。
前
年
の
１
・
２
月
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
大
き
く
受
け
登
山
者
が
積

極
的
な
山
行
を
自
重
し
て
い
た
が
、
今

年
に
入
り
積
雪
期
登
山
や
登
攀
系
の
登

山
を
活
発
に
行
う
傾
向
が
著
名
に
表
れ

て
い
る
。

　

今
後
、
こ
の
傾
向
が
継
続
す
る
と
春

山
で
の
事
故
や
登
攀
で
の
事
故
の
増
加

が
心
配
さ
れ
る
。
登
山
者
自
身
の
体
力

や
技
術
を
十
分
に
認
識
し
、
天
候
や
体

調
の
判
断
を
早
め
に
行
い
登
山
の
中
止

や
無
理
を
せ
ず
引
き
返
す
判
断
を
お
願

い
し
た
い
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

及
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
普
及　

③
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
の
確
立
・
推
進　

④

山
筋
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
山
筋
冊
子
の
普
及
販

売
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用
で
あ
る
。

　

最
初
の
議
題
は
、
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体

操
講
習
会
申
し
込
み
時
や
そ
れ
以
後
の

チ
ラ
シ
制
作
等
に
つ
い
て
で
、
文
書
、

チ
ラ
シ
等
の
サ
ン
プ
ル
を
Ｈ
Ｐ
に
Ｕ
Ｐ

し
た
ら
地
方
連
盟
は
よ
り
取
り
組
み
易

く
な
る
の
で
は
な
い
か
等
と
話
し
、
即
、

資
料
作
成
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
、

活
気
に
満
ち
た
会
議
で
あ
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
総
会
方
針
の
具
現
化
を
目
指
し

委
員
一
同
、
地
方
連
盟
に
寄
り
添
い
、

会
員
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
、
心
ひ
と
つ
に
し
て
会
議

を
終
了
し
た
。

（
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
委
員
長
／
久
保
典
子
）

○
遭
難
対
策
部

　

死
亡
事
故
が
２
件
発
生

　

２
月
３
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
１４
件
１５
名
。
死
亡
事

故
が
２
件
発
生
し
た
。
東
京
（
男
性
）

南
ア
ル
プ
ス
・
荒
川
出
会
ア
イ
ス
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
で
滑
落
。
兵
庫
（
男
性
）
大

山
北
壁
冬
季
登
攀
疲
労
凍
死
。
６
名
が

2022

無
事
故
の
会
・
ク
ラ
ブ
を
抽
出
す
る
作

業
に
あ
た
っ
て
き
た
が
、
本
年
を
も
っ

て
解
任
と
な
っ
た
。
総
会
や
評
議
会
で

表
彰
式
が
終
わ
っ
た
と
き
が
、
私
の
心

の
中
で
、
一
番
ほ
っ
と
す
る
時
で
あ
る
。

本
年
の
無
事
故
報
奨
金
は
、
１
３
６
団

体
５
７
３
９
６
０
円
と
例
年
ど
お
り
で

あ
る
。

（
武
笠
真
次
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
組
織
部

　

登
山
研
究
集
会
の
日
程
決
ま
る
!!

　

全
国
連
盟
は
、
今
期
全
国
登
山
研
究

集
会
を
行
う
。
組
織
部
は
こ
の
集
会
の

事
務
方
の
任
を
担
う
。
従
っ
て
集
会
の

実
施
・
成
功
が
、
組
織
部
会
活
動
の
中

で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
最
大
の
取
り

組
み
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
登
山
研

究
集
会
の
期
日
は
２
０
２
２
年
１０
月
２９

日
（
土
）
～
３０
日
（
日
）、
場
所
は
東

京
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
府
中
、
募

集
人
員
は
１
０
０
名
で
あ
る
。
各
地
方

連
盟
及
び
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
広
く
参

加
を
呼
び
か
け
、
会
員
相
互
の
交
流
を

深
め
る
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
期
の
組
織
部
会
も
前
期
同
様
、
部
員

と
よ
く
議
論
・
討
議
し
、
内
容
を
積
み

上
げ
て
皆
で
実
行
し
、
振
り
返
り
を
し

て
い
く
、
計
画
─
実
行
─
反
省
の
繰
り

返
し
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
昨
年
各
地
方
連
盟
の
ご
協
力

の
も
と
、
組
織
部
全
員
で
取
り
組
ん
だ

「
組
織
拡
大
の
た
め
の
部
会
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
報
告
」
が
出
来
、
総
会
で

配
布
さ
せ
て
頂
い
た
。
ぜ
ひ
各
会
で
も

活
用
し
て
頂
き
た
い
。

（
組
織
部
長
／
久
保
典
子
）

○
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

　

新
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に

　

頑
張
り
ま
す
!!

　

３
月
２５
日
（
木
）
に
第
１
回
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操

推
進
委
員
会
は
事
務
局
に
所
属
し
て
い

る
。
今
期
全
国
の
事
務
局
は
メ
ン
バ
ー

や
役
職
が
変
わ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
伴

い
委
員
会
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
事

務
局
員
の
役
割
も
実
務
担
当
の
み
と
変

わ
っ
た
。

　

総
会
で
決
定
さ
れ
た
活
動
方
針
は
①

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
の
全
会
員
へ
の

普
及　

②
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
普

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

労
山
山
岳
事
故
対
策
基
金
規
定

　

改
定
６
項
目

　

さ
る
２
月
１９
日
～
２０
日
に
行
わ
れ
た

第
３５
期
定
期
総
会
に
お
い
て
「
労
山
山

岳
事
故
対
策
基
金
規
定
改
定
」
は
、
可

決
さ
れ
た
。
改
定
内
容
は
、
６
項
目
以

下
の
と
お
り
。
１.
救
助
捜
索
交
付
の
増

額
改
訂
、
２.
入
通
院
日
数
の
短
縮
改
善
、

３.
海
外
登
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
山
行
以
外

の
具
体
的
な
規
定
お
よ
び
交
付
対
象
者

の
明
確
化
、
４.
文
章
表
現
の
明
瞭
化
と

簡
潔
化
、
５.
無
事
故
報
奨
金
制
度
の
廃

止
、
６.
本
規
定
の
改
定
日
お
よ
び
施
行

日
：
２
０
２
２
年
２
月
２０
日
の
総
会
で

改
定
、
会
員
へ
の
周
知
期
間
を
設
け
２

０
２
２
年
４
月
１
日
施
行
と
し
た
。
こ

の
中
の
無
事
故
報
奨
金
制
度
は
２
０
１

４
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た

が
、
こ
れ
ま
で
全
国
会
議
で
、「
公
平

な
評
価
で
は
な
い
」
な
ど
と
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
委
員
会
と
し
て
制
度
の
廃
止

を
提
案
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

結
果
、
廃
止
に
賛
成
す
る
意
見
が
多
く
、

本
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
と
な
っ

た
。
私
は
、
無
事
故
報
奨
金
制
度
発
足

か
ら
２
年
目
に
こ
の
制
度
に
携
わ
り
、
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滑
落
。
２
名
が
転
落
。
１
名
が
墜
落
。

３
名
が
転
倒
。
２
名
が
凍
傷
。
１
名
が

立
木
衝
突
。
１
名
が
疲
労
凍
死
。
男
性

８
名
。
女
性
７
名
。
所
属
連
盟
は
、
東

京
５
名
、
千
葉
兵
庫
２
名
、
道
央
・
新

潟
・
広
島
・
愛
媛
・
福
岡
・
宮
崎
が
各

１
名
。
７０
代
１
名
、
６０
代
２
名
、
５０
代

５
名
、
４０
代
５
名
、
３０
代
１
名
、
２０
代

１
名
。
登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
２
名
、

積
雪
期
２
名
、
山
ス
キ
ー
２
名
、
冬
季

登
攀
３
名
、
氷
瀑
１
名
、
人
工
壁
３
名
、

沢
登
り
１
名
。

　

昨
年
の
１
・
２
月
と
比
較
し
て
何
が

変
化
し
て
い
る
の
か
（
次
頁
の
表
参

照
）。
事
故
者
数
・
男
女
数
で
は
大
き

な
差
は
無
い
。
年
齢
で
は
、
前
年
は
半

数
以
上
が
６０
代
、
今
年
は
２０
代
か
ら
８０

代
ま
で
広
が
り
特
定
の
年
代
に
集
中
し

て
い
な
い
。
山
行
形
態
で
は
、
前
年
は

無
雪
期
が
半
数
近
く
あ
り
、
山
ス
キ
ー

も
多
か
っ
た
。
今
年
は
積
雪
期
が
増
加

し
、
特
に
登
攀
系
が
倍
増
し
た
。
事
故

原
因
は
、
前
年
転
倒
が
半
数
以
上
だ
っ

た
。
今
年
は
登
攀
系
の
事
故
が
多
か
っ

た
為
、
転
落
滑
落
が
倍
増
し
転
倒
が
減

少
し
た
。
ま
た
、
前
年
は
無
か
っ
た
凍

傷
が
今
年
は
５
名
と
急
増
し
て
い
る
。

　

今
年
に
入
り
、
幅
広
い
年
代
で
活
発

に
登
山
活
動
し
て
い
る
状
況
が
見
え
て

い
る
。
前
年
の
１
・
２
月
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
大
き
く
受
け
登
山
者
が
積

極
的
な
山
行
を
自
重
し
て
い
た
が
、
今

年
に
入
り
積
雪
期
登
山
や
登
攀
系
の
登

山
を
活
発
に
行
う
傾
向
が
著
名
に
表
れ

て
い
る
。

　

今
後
、
こ
の
傾
向
が
継
続
す
る
と
春

山
で
の
事
故
や
登
攀
で
の
事
故
の
増
加

が
心
配
さ
れ
る
。
登
山
者
自
身
の
体
力

や
技
術
を
十
分
に
認
識
し
、
天
候
や
体

調
の
判
断
を
早
め
に
行
い
登
山
の
中
止

や
無
理
を
せ
ず
引
き
返
す
判
断
を
お
願

い
し
た
い
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

及
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
普
及　

③
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
の
確
立
・
推
進　

④

山
筋
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
山
筋
冊
子
の
普
及
販

売
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用
で
あ
る
。

　

最
初
の
議
題
は
、
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体

操
講
習
会
申
し
込
み
時
や
そ
れ
以
後
の

チ
ラ
シ
制
作
等
に
つ
い
て
で
、
文
書
、

チ
ラ
シ
等
の
サ
ン
プ
ル
を
Ｈ
Ｐ
に
Ｕ
Ｐ

し
た
ら
地
方
連
盟
は
よ
り
取
り
組
み
易

く
な
る
の
で
は
な
い
か
等
と
話
し
、
即
、

資
料
作
成
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
、

活
気
に
満
ち
た
会
議
で
あ
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
総
会
方
針
の
具
現
化
を
目
指
し

委
員
一
同
、
地
方
連
盟
に
寄
り
添
い
、

会
員
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
、
心
ひ
と
つ
に
し
て
会
議

を
終
了
し
た
。

（
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
委
員
長
／
久
保
典
子
）

○
遭
難
対
策
部

　

死
亡
事
故
が
２
件
発
生

　

２
月
３
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
１４
件
１５
名
。
死
亡
事

故
が
２
件
発
生
し
た
。
東
京
（
男
性
）

南
ア
ル
プ
ス
・
荒
川
出
会
ア
イ
ス
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
で
滑
落
。
兵
庫
（
男
性
）
大

山
北
壁
冬
季
登
攀
疲
労
凍
死
。
６
名
が

2022

無
事
故
の
会
・
ク
ラ
ブ
を
抽
出
す
る
作

業
に
あ
た
っ
て
き
た
が
、
本
年
を
も
っ

て
解
任
と
な
っ
た
。
総
会
や
評
議
会
で

表
彰
式
が
終
わ
っ
た
と
き
が
、
私
の
心

の
中
で
、
一
番
ほ
っ
と
す
る
時
で
あ
る
。

本
年
の
無
事
故
報
奨
金
は
、
１
３
６
団

体
５
７
３
９
６
０
円
と
例
年
ど
お
り
で

あ
る
。

（
武
笠
真
次
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
組
織
部

　

登
山
研
究
集
会
の
日
程
決
ま
る
!!

　

全
国
連
盟
は
、
今
期
全
国
登
山
研
究

集
会
を
行
う
。
組
織
部
は
こ
の
集
会
の

事
務
方
の
任
を
担
う
。
従
っ
て
集
会
の

実
施
・
成
功
が
、
組
織
部
会
活
動
の
中

で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
最
大
の
取
り

組
み
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
登
山
研

究
集
会
の
期
日
は
２
０
２
２
年
１０
月
２９

日
（
土
）
～
３０
日
（
日
）、
場
所
は
東

京
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
府
中
、
募

集
人
員
は
１
０
０
名
で
あ
る
。
各
地
方

連
盟
及
び
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
広
く
参

加
を
呼
び
か
け
、
会
員
相
互
の
交
流
を

深
め
る
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
期
の
組
織
部
会
も
前
期
同
様
、
部
員

と
よ
く
議
論
・
討
議
し
、
内
容
を
積
み

上
げ
て
皆
で
実
行
し
、
振
り
返
り
を
し

て
い
く
、
計
画
─
実
行
─
反
省
の
繰
り

返
し
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
昨
年
各
地
方
連
盟
の
ご
協
力

の
も
と
、
組
織
部
全
員
で
取
り
組
ん
だ

「
組
織
拡
大
の
た
め
の
部
会
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
報
告
」
が
出
来
、
総
会
で

配
布
さ
せ
て
頂
い
た
。
ぜ
ひ
各
会
で
も

活
用
し
て
頂
き
た
い
。

（
組
織
部
長
／
久
保
典
子
）

○
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

　

新
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に

　

頑
張
り
ま
す
!!

　

３
月
２５
日
（
木
）
に
第
１
回
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操

推
進
委
員
会
は
事
務
局
に
所
属
し
て
い

る
。
今
期
全
国
の
事
務
局
は
メ
ン
バ
ー

や
役
職
が
変
わ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
伴

い
委
員
会
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
事

務
局
員
の
役
割
も
実
務
担
当
の
み
と
変

わ
っ
た
。

　

総
会
で
決
定
さ
れ
た
活
動
方
針
は
①

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
の
全
会
員
へ
の

普
及　

②
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
普

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

労
山
山
岳
事
故
対
策
基
金
規
定

　

改
定
６
項
目

　

さ
る
２
月
１９
日
～
２０
日
に
行
わ
れ
た

第
３５
期
定
期
総
会
に
お
い
て
「
労
山
山

岳
事
故
対
策
基
金
規
定
改
定
」
は
、
可

決
さ
れ
た
。
改
定
内
容
は
、
６
項
目
以

下
の
と
お
り
。
１.
救
助
捜
索
交
付
の
増

額
改
訂
、
２.
入
通
院
日
数
の
短
縮
改
善
、

３.
海
外
登
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
山
行
以
外

の
具
体
的
な
規
定
お
よ
び
交
付
対
象
者

の
明
確
化
、
４.
文
章
表
現
の
明
瞭
化
と

簡
潔
化
、
５.
無
事
故
報
奨
金
制
度
の
廃

止
、
６.
本
規
定
の
改
定
日
お
よ
び
施
行

日
：
２
０
２
２
年
２
月
２０
日
の
総
会
で

改
定
、
会
員
へ
の
周
知
期
間
を
設
け
２

０
２
２
年
４
月
１
日
施
行
と
し
た
。
こ

の
中
の
無
事
故
報
奨
金
制
度
は
２
０
１

４
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た

が
、
こ
れ
ま
で
全
国
会
議
で
、「
公
平

な
評
価
で
は
な
い
」
な
ど
と
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
委
員
会
と
し
て
制
度
の
廃
止

を
提
案
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

結
果
、
廃
止
に
賛
成
す
る
意
見
が
多
く
、

本
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
と
な
っ

た
。
私
は
、
無
事
故
報
奨
金
制
度
発
足

か
ら
２
年
目
に
こ
の
制
度
に
携
わ
り
、
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